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使えるという話になったわけです。従来の制
度では、会社に対する売渡しを請求できる旨
の定款を設けるわけでしたが、この場合に
は、相続人の議決権が排除されるため、持ち
株比率にかかわらず強制排除できる仕組み
だったわけですが、今回の改正で導入され
た特別支配株主による売渡請求の場合は、90
パーセント以上の株式を有する多数派にだ
け、気に入らない少数派を排除する力を与え
るわけですから、これって正義に反するので
はないか、という感じもするわけです。した
がって、今後の実務の中で、これをある意味
では合理的な制度として改善していく必要が
あるのではないかと考えられるわけです。例
えば、ドイツなどでは、これに対して、正当
な理由がなければ買えません、あるいは重大
な事由がなければ買えませんというような、
他の要件を加味することによって、オートマ
チックに買えるものではなくて、先程言った
ように、この人が反社会的勢力で、いてもらっ
ては困りますというような、そういう理由が
あるときにはおこなってもいいけども、ただ
普通に相続したら、お前は少数なのだから出
ていけというような、そんな乱暴なことは駄
目でしょうという形になるはずなのですが、
今回の改正ではそれができてしまう形になっ
ているので、この点は今後議論を進めていか
なければいけないということなのです。
　今日はこのように、ある意味でいろいろな
手の内を示しながら、会社法というものが普
段見えている世界とは違ったところの、事業
承継にもさまざまな手当を講じていることを
お話しました。しかしながら、途中でお話し
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ましたように、せっかくいい制度を作って
も、実際にはなかなか利用してもらえない状
態になっているのです。それは、サポートす
る人が十分な知識を持たずに、リーガルサ
ポートが不十分だという問題があるというこ
と、他方において、税金上の問題が出てきて、
財務省が協力的ではないといった問題がある
ということです。それから、法制度そのもの
が実はあいまいな形で設計されていて、別な
ものを想定しているために、そのまま使って
いいのかと思われるものがいくつかある。例
えば、この制度であれば、法律上の手続きか
らいけば何の理由もなくどんどん株式のパー
センテージだけで追い出せるという仕掛けだ
けど、それでいいのですか。途中にありまし
た、属人的定め。属人的に特別な個性を持っ
ている人には特別な議決権を与える制度はあ
りますから、作ろうと思えば、取締役という
属性を持っている人だけが、次の取締役の選
任議決権を持つという制度は作れるのです。
でもこれ本当にいいのですか、といったもの
があるのです。
　実務を洗練されたものにしていかなければ
ならないのですが、先に進まない状態で止
まっているわけです。このこと自体は、ある
意味では、法の支配がまだ十分津々浦々に行
き渡っていないことを表しているわけなの
で、こういった機会に、会社法にもっと関心
を持っていただいて、何か突破口となるべき
解決策があるのではないか、考えていただけ
ればと思います。もしここに法曹関係の方、
将来法曹を目指している方がおられるのであ
れば、そこに活躍の機会があるということを
理解して、少し会社法にも目を向けていただ
ければと思います。時間になりました。これ
で終わります。どうもありがとうございまし
た。
司会　本来ならば、15回位やらなければいけ
ない内容を、90分でうまくまとめていただき
ました。学生諸君もこのテーマを授業でやっ
たかもしれませんが、これをきっかけにまた
学習をしてほしいと思います。
　一般の方、ご質問、あるいはこの際に聞い
ておきたいことがあれば、どうぞ。
野村　何でも結構です。時間はありますか
ら、どうぞ。
聴講者　きょうの講演とは関係ないのです
が、名義株がありまして、その名義株はその
会社が、定款上は株券発行会社なのですが、
実際には発行していないと。こういった場合
の名義株を、ちょっとどういう形で処理した
らいいのかご質問させていただきたいと。
野村　まず一つは、株券発行会社の話って非
常に深刻でありまして、株券発行する発行し
ないというのは法制度が随分ずれてきまし
て、もともとは株券は絶対発行しなければい
けないという時代があったのですね。ところ
が、ある時期から株券は定款に例外規定を設
けて、発行しないというふうに規定すると、
株券不発行でも構わないということになった
のですが、あまりそういうことをやらなくて
もどうせ発行していないのだからということ
で、定款を設けなかったという会社がほとん
どなわけです。その会社が、今度株券を発行
しないのが原則になりまして、株券を発行す
るのであれば、定款に株券を発行するという
ふうに記載するという制度になったときに、
直前まで株券を発行しないという定款規定を
設けていない会社は、みんな発行しますとい
う定款があるものと見なされてしまったの
で、実はずっと怠慢な会社は、株券発行会社
になってしまっているというのが大半なわけ
であります。今現在株券を発行しないのが原
則になっていますけども、ほとんどの中小企
業は手当をしてこなかったので、株券発行会
社になってしまっているという、そういう状
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態なんですよね。
聴講者　名義株が、設立当時の、昔に作った
会社ですから、名義株なんて存在しているの
ですね。それを事業承継するに際して、処理
しなければいけない。その処理の方法をお伺
いしたいのですが。
野村　今お話をした、株券不発行の会社、株
券発行の会社っていうものの適正化を図らな
いと、株をそもそも売れないですし、承継で
きないのですよね。ですから、そこの部分で
まずは株券を発行するのはおかしいですか
ら、株券不発行の会社に変えるということを
まずしなければいけないと思います。
聴講者　定款変更をするということでしょう
か。
野村　そうですね。定款変更をして、株券を
発行しないという形になりますと、株式の譲
渡は意思表示だけでできるという形になりま
すので、その創業時の株式については、意思
表示によって誰かに承継させるということが
ようやく可能になると。そうでなければ、株
券発行会社で株券不発行の状態になっていま
すと、株式の譲渡には株券の交付が必要だと
いうことになってしまって、にっちもさっち
もいかないという状態になりますので、まず
は株券不発行の会社にして、そのうちで今度
は意思表示によって株式を譲渡させるという
形で、承継をさせていくということが必要に
なります。ただ意思表示をしたときに、不明
確になります。対抗要件を具備しなければい
けませんので、この株主名簿がすごく重要に
なってくるのですね。そういう会社の場合に
は、株主名簿に記載することが対抗要件で
す。しかし、株券発行しない会社は通常株主
名簿がないのです。ですから、株主名簿も作
りまして、それで株主名簿の記載を整える必
要があります。ですから、創業時のAさんと
いう人がまず最初の株主名簿の記載名義人だ
としますと、その段階で、あと途中に名義の
書き換えはなかったものとして、中間省略登
記みたいな形で、こっちからこっちに新たに
株式が譲渡されましたということの名義の書
き換えをすると、それで新たな株式の承継が
できるという形になります。その上で、先ほ
どからやっておりますように、まずは本当に
それで誰に承継させるのかといった話が当然
出てくるので、あとは承継の問題ですから、
株式を承継させますと、先程出てきた民法上
の遺留分の問題などいろいろ出てきますね、
特例措置を申請するというような形で承継を
していくという形になると思います。まずい
ずれにせよ、最初のご質問というのは、不明
確な状態をどうやって解消するかという話で
すけども、まずは今定款変更、実は何もして
ないわけなのですが、みなされて株券発行会
社になっている会社の場合、まずそこを是正
して、それから株主名簿を作って、株式が譲
渡できる状態にして、意思表示によって譲渡
するというようなやり方になるのではないか
なと思います。
司会　学生諸君は、会社分割、それから種類
株式は、試験に出ないということで勉強をし
ていないかもしれませんが、実務に入ると、
法曹にならなくても、会社に入ってこんなこ
とをやらなきゃいけない、あるいは、改正会
社法で作られたような仕組みに移行すると、
社外取締役をどうやって選任するのかという
ようなことで、実務に数年後に携わるかもし
れません。今日のレジュメで、あるいは今先
生がおられる弁護士事務所にお電話をするな
りして、再度会社法の教科書を読む機会が出
てくると思います。今日の講演を記憶にとど
めておいて、頑張って下さい。
野村　ちょっと学生さんにエールというのは
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おかしいですけども、法律学は努力次第で
す。他の学問だと、あるいは分かりやすく言
うと、私いま、中央大学陸上部の部長をやっ
ているのですけど、100メートルはやっぱり
天性の素質がないと走れないですよ。桐生君
という選手がいますよね、速いのがね。うち
にも谷口というのがいて、むちゃくちゃ速い
ですよ。世界大会リレーで、桐生君からバト
ンもらってゴールしている選手だから、すご
く速いわけです。一緒に走ったら、もうあっ
という間に向こうへ行ってしまう。こっちも
真面目に走っているのですよ。それでもこう
いう天性の差は、もうしょうがないですよ
ね。こんなものにチャレンジしたって、乗り
越えることは難しい。
　だけども法律というのは、何てことはな
い、たくさん勉強してたくさん覚えた人の勝
ちだから。たくさんそれを理解して、それを
吸収した人の勝ちなのですよ。先天的な才能
によって、この人が絶対的に有利といったこ
とはないのです。だからやり方次第なわけで
す。
　仮に私が、スポーツの分野にいって、例え
ば野球やろうと思っても、恐らく挫折して、
今日は丁度ドラフト会議がありますが、誰か
らも指名されない。さらにいえば、芸術の世
界にいって、絵を描いたって、そんなもの趣
味の一種で、誰からも見向きもされない。やっ
ぱりかなり先天的なところで、得意不得意に
よって決まってしまう部分があると思うので
すけど、法律は、それがいらない分野なので
すよ。誰でも参加できる。誰でもそれをやれ
ば身に付くというものなのですよ。というこ
とは、そこにはチャンスがあるのですよ。い
ろいろなものを選択していく中で、絶対かな
わないものを選択すると、不幸になってしま
うことはあるけども、かなう世界なので、今
は始まったばかりでも、ずっと努力していけ
ば必ず勝てるのですよ。
　私は、大学の教員になる前に大学院で勉強
していて、将来大学の教員になれるかどうか
分からないという暗中模索の時代がありまし
た。そしたら一橋大学の教授ですけど、非常
に有名な先生で、私がたまたま他学科履修
みたいな分野でその授業を受けていたので
す。あるとき、その先生がぼそっと言ったの
です、「野村君、将来見えないだろ」と。将
来不安があると、「いろいろやってなかなか
どうなるか分からないとみんな思っているで
しょう」と、だけども、「法律の分野はいい
よ」と、「これは先天的な能力によって最初
から決まっているものじゃないから、結局は
努力次第だから、この分野いいよ」というふ
うに言ってくれた。そして何て言ったかとい
うと、「10年努力を続けろ」って言われたの
ですよ。10年努力を続ければ、必ず芽が出るっ
て。「本当ですか、先生」と言ったのだけど、
心は簡単なのです。10年努力できる人が少な
いのですよね。つまり、この分野っていうの
は、能力で決まっているわけじゃなくて努力
だけだから、だとすると、努力で頑張れるわ
けでしょう。10年頑張り続けるということが
できれば、一つ一つの歩みはのろくても、10
年続けること自体が至難の業だから、みんな
やめてくわけです。そうすると、最後10年たっ
たときに、横見たら誰もいないわけですよ。
第一人者ってことになるわけ。そういう分野
なのですよ。だから、チャンスがあるものな
ので、自分が例えばものすごくこれに関心が
あると、一つでもいいですよ、例えば知財な
ら知財。なんだかとても面白そうだなと、特
許について。
　最近『下町ロケット』というドラマやっ
ていましたよね。見ました？ TBSで始まり
ました。私TBSの『あさチャン！』という番
組に出ているので、一応宣伝してきますけ
ど、TBSの日曜劇場、毎週やっています。そ
れでその『下町ロケット』、それを見ている
と、特許紛争が出てきます。本当に田舎の小
さな会社でも特許持っていれば勝ちみたい
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な、そういうドラマです。それに自分の関心
があるならば、別に弁護士に関心がなくて
も、そういった技術のあるところで、自分が
特許を守るという仕事をしたいというふうに
思ったら、特許の本を一生懸命に読みますよ
ね。知的財産についてのいろいろな勉強をし
ますよね。それを一生懸命10年間続けられれ
ば、そこの分野の第一人者になれるわけです
よ。そういうチャンスのある分野なので、ぜ
ひ諦めずにここぞと決めたものについては、
もし法律を勉強されているのであれば、法
律というものを武器にできるまで10年頑張る
と。うそだと思って10年やってみると、隣に
は人いなくなりますから。みんな１年目で挫
折、2年目で挫折、３年目で挫折、どんどん
人がいなくなってくる。最後のほうに残って
いるのは5人ぐらいかもしれません。最後10
年どこまでいけるの、はい8年目で３人いな
くなりました、９年目であと2人いなくなっ
たら、もう自分しかいないのです。そういう
ふうになるのです。ですから、一つのものに
定めて努力をすれば、それは必ずやそこに芽
が出るチャンスがあるという分野なのです。
だから、法律の話をして、私なんかこうやっ
ていると、なんだかとてもいろいろなことを
分かっているように見えるかもしれないけれ
ど、長い間やってきたわけですよ。そういう
ことによってできてくるものなので、それを
一生懸命チャレンジしてもらう。そうすれ
ば、走るのを10年やったところで絶対桐生君
には勝てないかもしれないけど、10年間みん
なが努力すれば私に勝つことは絶対できる。
そういうような分野だというふうに考えても
らって、ぜひチャンスがあったら頑張っても
らえればなというふうに、今日は学生さんた
くさんいますので、一言だけ言っておきたい
と思います。
　この間、ある所でこういう話を学生向けに
行いましたが、みんな聞いているのか、聞い
てないのか分かりませんでした。そして、「質
問はありますか」と言ったら、その前日に、
私夕方の『news every．』という番組に出て
いるのですが、そのときに、『掟上今日子の
備忘録』という番組が始まりますという、番
宣でガッキーが来ていたのですね、隣に。そ
の質問は、「ガッキーはどうでしたか」。こう
いう質問で終わってしまった講演会に比べ
て、今日は素晴らしいご質問をいただいて、
終わることができました。あとは心に秘めて
いるさまざまな質問を、今日は言えなかった
かもしれませんが、何か疑問があったら自分
で解決してもらえればありがたいと思いま
す。ちょっと長くなりましたが、これで終わ
ります。どうもありがとうございました。
司会　野村先生、忙しいと思いますが、お体
に気を付けて、ご活躍下さい。
司会者：河原文敬（本学教授）
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